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VLP活用のねらい
 外出等に課題をもつ児童・生徒がVLPを利用し
て、生活リズムを整え、学習習慣、社会性を養う。

 児童・生徒が、VLPで身に付けた社会性等をもと
に、学校復帰や社会的自立につなげる。

対象生徒・児童
 学校に登校できていない、また、休みがちの児童・
生徒

運営時間
 月曜日から金曜日
午前９時から正午、午後１時から午後４時
※祝祭日及び長期休業期間は除く

活用方法
 児童・生徒が自分の目標を決め、仮想空間で、ア
バターを用いて指導員や友達とコミュニケーションを
とる。また、ドリル学習などのコンテンツを利用し、
学び直しをする。

【前期】
 「デキタス」「みんなでプログラミング」「桃太郎電鉄
教育版」など、個人でできることを中心とした運営
→バーチャル空間でできることを知ってもらう

 事業案内の配布、説明
→児童・生徒、保護者、教職員への周知

【後期】
 支援員や指導員、不登校対応巡回教員による
チャットや空間内でのゲーム
→コミュニケーションを中心とした関わり

 教員向け研修の実施
→児童・生徒用のアカウントを用いた、実技研修

活動・取組み内容活用方針
適日
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成果/好影響・次年度以降の方針・利用者の声
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児童・
生徒

• 「デキタス」で学習することができたことがよかっ
た。

• 「デキタス」で、自分で考えながら学習を進め
ることができた。

• いつも子ども１人だったので、他の子にも会い
たかった。

• 他の子に会って、みんなでやれるゲームなどが
したい。

教職員や
保護者等

成果/好影響

次年度以降の方針

 デキタスの利用は、児童・生徒が自身の学習ペースで進めること
ができ、効果的だった。

 支援員や指導員、不登校対応巡回教員など、いろいろな支
援者がいたことで、個に応じた支援が可能であった。（チャットを
楽しみたい子、空間内でゲームをしてコミュニケーションを取りたい
子、など）

 個に応じた支援によって、これまで教育支援センターや校内教
育支援センターにつながれていなかった子が、入室時間をあらか
じめ知らせるなど、継続的にVLP空間に入室するようになった。

 教育支援センターの利用申請をしている児童・生徒にもアカウン
トを付与することで、居場所の一つとしてVLPを提供できた。

 成果や好影響について、教育委員会事務局や指導員から学
校へ情報提供を行い、更に連携して活用が促せるようにしてい
く。

 オンライン朝の会や入室したいと思わせられるような企画を提供
して、継続的な通室につなげられるようにする。

 ログイン者数を増やすことで、他者とのつながりをもてるようにして
いくことで、他者との関係づくりや学校復帰・社会的自立の足
掛かりとする。

 VLPによる出席扱いの条件について検討する。
 研修用のアカウントを確保して、各校での実技研修に役立てら

れるようにする。

利用者の声

• 校内教育支援センターに来ている子どもたち
が、特に活動をすることなく時間を過ごしてし
まっていることがありました。VLPを活用するこ
とで、その日の目標が立てられたり、バーチャ
ル空間内で他人とコミュニケーションが取れた
りすると、ただ部屋で時間を過ごすだけになら
ないと感じました。

• 小学生で単独の利用は初めは難しいと思う
ので、何人かで一緒にできるとよい。
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